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1. 目的

海外まき網漁業は、日本独特の食生活に不可欠な鰹節原料を持続的かっ安定的に供給

する重要な役割を果たしている。しかし、主漁場の中西部太平洋では、国際競争の激化

と相次ぐ沿岸島i興国からの国際規制の強化により、極めて厳しい状況におかれている。

一方、インド洋かつお資源は、資源状況が良好で鰹節原料としても好適であるが、水

産総合研究センターの調査によると、気象・海象が複雑で素群れ、流れもの付きの群れ

が少なく、好漁年も見られるものの、変動が大きく継続的な漁場の確保には至っていな

い。

かかる情勢に対応し、海外まき網漁業の持続的な発展及び、各地域への加工原料の安定

供給のため、インド洋と太平洋を併用する新たな操業モデルを開発する必要がある。こ

のため、省エネ、省力化、船内環境に配慮した改革型漁船により、①中西部太平洋にお

いて大目網を導入し、人工流木（FADs）操業削減のため、ヘリを活用した素群れ操業主

体へ転換することにより、国際競争力を確保しつつ、資源保存管理に配慮した操業を行

い、②インド洋においては、複雑な気象・海象特性と素群れが少ないというかつお資源

生態に適切に対応するため、 2隻の改革型漁船が連携して持続的なかっお資源活用の実

証化を図る。

こうした取り組みにより、国際競争の下で生き残ることのできる経営を確立し、近年

鰹節原料の不足に直面し、良質な原料の供給を必要としている焼津、枕崎、山川地域の

水産業活性化、地域の発展に貢献を図る。

2. 地域等の概要

2-1 海外まき網漁業を取り巻く状況

我が国の海外まき網漁業は、縮減が続く遠洋漁業の中で、長年35隻体制を維持しつつ、

日本を根拠に中西部太平洋を漁場とし、年間約20万トンの漁獲を揚げている。その多く

は鰹節の原料として供給され、鰹節産業が活発な焼津、枕崎、山川地域の流通・加工業

をはじめ地域経済に貢献するとともに、ユネスコの無形文化遺産に登録された和食文化

を支える「だしJの素材を提供している。

しかし、主漁場の中西部太平洋をめぐる国際情勢は近年一変し、韓国、台湾、比国等

の外国漁船は、大型で、かつ隻数も増加させてきており、国際競争が激化している。こ

れに対し、中西部太平洋の沿岸島興国は、操業隻日数（VD）制度を導入した上で、毎年

VD単価を急激に増額させるとともに、そのカウント方法を島i興国が有利になるように急

変させる等、増大する一方の島興国の要求により、我が国の漁場確保は厳しさを増して

いる。

また、中西部太平洋を管轄する国際機関である中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC)

は、かつお資源は良好であるとしつつ、混獲されるめばちの削減を求めており、 FADsを

対象とする操業から素群れ操業に転換することで、めばちの混獲を削減する必要がある。

しかし、素群れ操業で漁獲されるかつおは脂分が多く、鰹節原料としては不向きとされ、

良質な鰹節原料の不足が生じている。

2 

（ 

（ 



一方、中西部太平洋以外の漁場としては、インド洋に海外まき網漁船10隻の許可枠

がある。インド洋は公海漁場であることから入漁料は無く、太平洋の厳しい状況を少し

でも緩和するため、インド洋の漁場開発を目指す必要がある。インド洋のかつおは、資

源状況は良好であり、独立行政法人水産総合研究センター開発調査センターが長年調査

してきた結果、漁獲物の脂分が少なく、鰹節原料として好適であることが示された一方、

安定的な漁場の確保に至っておらず、採算性を確保するための課題も多く残されている。

表1 海外まき網漁船太平洋年次別漁獲実績

年 2 0 1 0 2 0 1 1 2 0 1 2 

水揚数量（トン） 217, 857 1 8 1 , 0 6 5 209, 870 

水揚げ金額（百万円） 32, 279 30, 378 

平均単価（円／Kg) 1 4 8 1 6 8 

図1 海外まき網漁船海域別漁獲実績（単位：トン）
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表2 IOTC （インド洋まぐろ類委員会）によるインド洋かつお資源評価

資源水準 ｜ 高位

資源動向 ｜ 横ばい

37, 816 

1 8 0 

漁獲量 I 40～46万トン（平均44万トン） 2007～2011年

管理目標

資源状態

MSY48万トン

過剰な漁獲や乱獲状況に至っていない
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2-2 鰹節主要産地の概要と課題

( 1 ）鰹節原料となるかつおの不足

我が国の鰹節生産の大半を担っている焼津、枕崎、山川地域は、近年のかつおをめぐ

る漁場及び国際市場における各国との競合の激化の影響を受けて、何れの地域も必要と

する鰹節原料を十分確保できずに苦しんでおり、原料の安定的な供給を切望している。

( 2）良質な鰹節向け原料の不足

また、各地域とも、かつお原魚を完全活用し、ゼロエミッションを達成しつつ、鰹節

のブランド化、更には、高付加価値製品の開発に積極的に取り組んでいる。しかし、近

年の中西部太平洋漁場における FADs規制強化により、脂分の少ない良質な鰹節原料の不

足に直面しており、良質な鰹節原料であるインド洋からのかつおの供給に大きな期待と

意欲を示している。

図2 主要3地区鰹節類生産量（トン）

・枕崎 ・焼津 山川
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表3：主要3地区鰹節類生産量（トン）

平成 20年 平成 21年 平成 22年 平成 23年 平成 24年

枕崎 12, 494 39% 13, 059 39% 13, 260 43% 12, 07 4 41% 13, 16 7 42児

焼津 8, 971 27% 8, 610 25児 7, 340 24% 6, 779 23% 7, 213 23児

山川 11, 508 34児 12, 206 36% 10, 17 4 33% 10, 563 36出 11, 072 35% 

合計 32, 973 100出 33, 875 100% 30, 77 4 100% 29, 416 100% 31, 452 100% 

資料：枕崎水産加工業協同組合、焼津水産業加工協同組合、山川水産業加工協同組合
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2-3 焼津地域

( 1 ）地域の概要

焼津漁港は特定第三種漁港の一つであり、全国有数の遠洋漁業基地である。

焼津魚市場の平成24年の水揚高は、数量16 7千トン、金額422億円で、数量は

全国第2位、金額は全国第l位である。特に、かつおは取扱量全体の7割弱を占めてい

る。遠洋一本釣りの漁獲物は生食用に、海外まき網漁業の漁獲物は、鰹節、なまり節、

佃煮、たたき、缶詰等といった加工用として利用されており、地元の経済を支えている。

海外まき網漁業は焼津地域の経済の基盤であるため、厳しい経営環境や国際規制の下

において、海外まき網漁業の安定的継続を図ることは、地域の最大の関心事項である。

( 2）焼津地域の鰹節生産

焼津地域の鰹節生産量は、平成24年7213トン（原魚使用料36、470トン）であった。

焼津地域の特徴は、様々な水産加工業が織り成すことで、鰹節生産の他、生利節・缶詰・

佃煮・鮮魚等それぞ、れの組合が存在する総合水産都市であるが、焼津港に水揚げされた

かっお・まぐろの安定供給を受けて成り立っている。鰹節は、地域において、代表的な

水産加工品であり、焼津水産加工団地を生産基地として、衛生管理が徹底され、残漬等

の廃棄物でも高度利用が進み、「ゼロエミッション」を達成している。

しかし、近年、水産加工業者は原料かつおの安定確保の困難に直面しており、インド

洋物はじめ良質な鰹節原料の安定供給に大いに期待している。

2-4 枕崎地域

( 1)地域の概要

枕崎市は鹿児島県薩摩半島の南端に位置し、黒潮の流れる東シナ海に面している。

枕崎港は特定第3種漁港、開港並びに無線検疫対象港の指定を受け、南方漁場と消費

地を結ぶ「南の水産物流通加工拠点都市Jを目指し、高度衛生管理型荷捌場や水深9m

岸壁等の整備等流通機能施設の整備を進めているところである。水産業は市の基幹産業

として重要な役割を果たしている。

( 2）枕崎地域の鰹節生産

枕崎地域は56社の鰹節加工場が立地する日本一の生産地で、全国鰹節生産量の約4

割、 l万3千トンを生産し、原魚となる冷凍かつおは枕崎漁港市場取扱量の5割以上を

占めている。

枕崎の鰹節は地域団体商標「枕崎鰹節」として登録されており、なかでも本枯節は開）

食品産業支援センターの「本場の本物」の認定を受けている。また、鰹節加工残津の有

効活用のため、 HACCP対応の高度衛生管理型加工施設を整備し、 DHA等の機能性食品素材

の開発に取り組んでいる。

枕崎地域の鰹節使用原料は年間約6万6千トン、枕崎港水揚分は約3万9千トンで約

2万6千トンは不足し、国内他地区と輸入で補っている。また、潜在的な需要は約9万
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7千トンあり、この需要を満たすには約3万1千トンの鰹が必要になる。

枕崎では、水揚げ時、加工業者が自ら品質を直接評価し製品用途と入札価格を設定し

ている。しかし、地区外搬入物は、割高で、事前に品質確認を出来ないため、品質リス

クや製造コストの上昇に直面している。鰹節製造業の経営安定と品質安定化のために、

枕崎港で水揚げされる高品質の原料かつおの安定的な供給が喫緊の課題である。

2-5 山川地域

( 1)地域の概要

山川地域は鹿児島県南部に位置する指宿市に属し、天然の良港山川港を有し、かつお

まぐろ漁業と沿岸漁業の水揚基地として重要な役割を果たしている。

( 2）山川地域の鰹節生産

山川の鰹節は、明治43年に製造が始まり約10 0年経っている。鰹節の主要生産地

として、残誼の処理は勿論のこと、鰹節工場の排水はすべて組合の排水処理場にて処理

し、環境にやさしい地域となっている。生産者は26社、生産量は Ll～1. 2万トン程度

となっている。

山川は、温暖な気候風土と良質の湧き水に恵まれ、鰹節生産に必要な薪が地元で豊富

に入手できるといった特徴を生かし、高級品である仕上節の生産が多く、全国の7割近

くを生産している。山川の本枯節は、「本場の本物J認定を受けている。しかし、近年鰹

節生産の9割まで荒節の生産が増えている。山川地域では、年間5万トンの原料を必要

としているが、山川港での水揚は3～4万トンで、不足分を焼津、枕崎より陸送してお

り、原料購入にかかる費用が増加している。

山川では、平成24年度に漁協により冷蔵庫が増設されたが、原料となるかつおの安

定供給が鰹節製造には不可欠であり、海外まき網漁船による入港増を期待している。特

に、鰹節に適した脂質の少ない良質な原料供給を切望している。
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3. 計画内容

(1) 参加者名簿

1.地域協議会委員

海外まき網漁業協会 会長理事 中前明

焼津市役所 水産経済部水産課長 織原照夫

枕崎市役所 水産商工課長 下山忠志

指宿市役所 産業振興部商工水産課長 中村俊治

東京水産大学 名誉教授 竹内正一

水産総合研究センター開発調査センター 所長 井上清和

焼津漁業協同組合 常任理事市場部長 内田時司

枕崎市漁業協同組合 常務理事 小湊富男

山川町漁業協同組合 販売冷凍統括部長 鶴窪勝慶

焼津鰹節水産加工業協同組合 組合長 鈴木隆 （ 
枕崎水産加工業協同組合 組合長 西村協

山川水産加工業協同組合 組合長 地島幸平

日本政策金融公庫農林水産事業本部 営業推進部副部長 二村嘉宏

海洋水産システム協会 事務局長 津端英樹

2.操業・流通加工部会委員

IOTC科学委員会議長 西国勤

水産総合研究センター開発調査センター グループリーダー 伏島一平

株式会社いちまる 常務取締役 萩山弘隆

共和水産株式会社 執行役員事業部長 橋津寛

焼津漁業協同組合 業務第二課長 片山弘

枕崎市漁業協同組合 参事 白窪義広

山川町漁業協同組合 販売冷凍統括部長 鶴窪勝慶
（ 

焼津鰹節水産加工業協同組合 事業部長 長谷川金也

枕崎水産加工業協同組合 参事 小湊芳洋

山川水産加工業協同組合 組合長 地島幸平

3.事務局員

株式会社いちまる 漁携部長 海野晴夫

共和水産株式会社 事業課長 岡川智博

海外まき網漁業協会 事務局長 寺尾栄

海外まき網漁業協会 参事 福山哲人

海外まき網漁業協会 参与 長尾一彦
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( 2 ）改革のコンセプト

く生産に関する事項〉

(2) -1 インド洋と太平洋を併用する新たな操業モデルの開発（取組記号A、資料 1)

2隻の連携操業により、周年太平洋操業から、インド洋と太平洋の漁場を併用する新

たな操業モデルを実証し、高品質な鰹節原料の圏内主要地域（焼津・枕崎・山川）への

安定供給を目指す。

① インド洋における取組（取組記号Al、資料1)

インド洋では、資源に余裕のあるかつお資源の活用のため、 2隻が連携して、人工

流木（FADs）の共同管理、 GPSブイ、ヘリを活用した広域な漁場情報の共有により操

業効率の向上を図り、安定的な操業を実証する。

② 太平洋における取組（取組記号A-2、 資料1))

かつお及びめばち資源の保存管理に配慮し、太平洋の漁獲量は増やさない。

めばち混獲削減のため、 760トン型2隻の改革型漁船により、ヘリを活用し、大目網

を使用した素群れ主体の操業を行う。

複数の外国人オブザーバー受入れ可能な漁船設備（オブザーバー居室2室）とする。

(2) -2 改革型漁船の導入（取組記号B、資料2)

12%以上の燃費削減、高鮮度鰹節原料の生産、労働負荷軽減、居住性、安全性を向上

する改革型漁船を2隻建造し、国際競争力の確保を図る。

① 省エネ型新船の建造（取組記号B、資料3)

s Gプロペラ、省燃費型防汚塗料、 LE D照明、魚胎保冷温度適正化、船首形状改良、
ウェザールーティング装置、主機軸発電・パワーマネジメントシステム、燃費リアルタ

イムモニター装置を各船が組み合わせて導入することにより、 2隻ともに 12.4%以上の

（ 省エネを図る。

② 高鮮度鰹節原料の生産と供給（取組記号C、D 資料4)

鰹節向け高鮮度原魚供給システムの導入

漁獲物汲み取り方式改良、冷海水予冷により鮮度向上、製品の変形・割れ等を防止

電子膨張弁システムを有効活用した魚胎温度－40℃管理の徹底

製品の衛生管理を向上させた設計により、建造後、 EU規格を取得する。

(2) -3 自然冷媒の採用（取組記号E、資料7)

自然冷媒として環境にやさしく効率の良い7ンモニアを採用

(2) -4 労働環境の改善 （取組記号F、資料8)

① ILO新設備基準を満たす居住空間を実現（資料9)
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病室、シャワールーム付きチェンジングルーム、作業区域と居住区域分離、水素水

サーバー、ドライミスト装置、インターネット配線・ Wi-Fiルーターを導入。

② 省力化、労働環境改善（資料8)

凍結された魚で満たされた魚鎗の中に入り、魚を手で取り上げ、移動させる過酷

なシフト作業について、浮かし取り、スクープマスター、沈下式モッコ方式を漁獲

物や魚槍に応じて導入し、労働負荷の軽減を図る。

鰹節向け高鮮度原魚供給システム（既出）により、作業の軽減と作業時間の短縮

を図る。

熱帯海域での過酷な作業環境を改善し、乗組員の健康維持を図る。

発電機関・冷凍機及び空調機等にセントラルクーリングシステムを採用

(2) -5後継者対策として、水産高校等からの新規採用及び若年船員の積極的採用を促進

く流通・販売に関する事項〉

(2) -6 高鮮度鰹節原料を主要地域（焼津、枕崎、山Jr［）へ供給（取組記号 L資料4)

(2) -7 インド洋産かつおの供給（取組記号J、資料5、6)

国際的な競合激化により、原料確保難の圏内主要地域へ高鮮度、低脂質のインド

洋産かつおを供給し、地域の需要に応じた対応を図る。

（ 

(2) -8 新たな鰹節原料の流通体系の確立（取組記号K、資料6' 7) 

漁業者と流通加工業者が協力し、鰹節原料としての冷凍かつおの－40℃保冷を実

証することにより、海外まき網漁船で－40℃の温度帯にて冷凍陸揚げされた魚の新

たな流通加工体系確立を図り、無駄を削減した省エネ流通改革に取り組む。

また、高品質なインド洋産かつおに含まれる有効成分を活かした製品開発を図る。

（ー

ハU
唱
E
E
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(3) 改革の取組内容

大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根

拠

生産に関 新たな操 主力の中西部太平洋漁場 2隻の連携操業により、周年太平洋 両海域を併用する持続的な操業
資料1

する事項 業モデル は、沿岸島興国の相次ぐ 操業から、インド洋と太平洋の漁場 モデルの確立
資料1-1

の実証 規制強化により、操業環 を併用する新たな操業モデルを実証
A 資料1-2

境が急速に悪化。 する。

太平洋 1000トンx6航海

インド洋 600トンx2航海

インド洋は、資源は良好
インド洋では、資源に余裕のあるか

低脂質で鰹節原料に好適なイン 資料1-3

だが、漁獲は不安定。 ド洋かつおを安定的に供給 資料1-4
つお資源の活用のため、 2隻が連携

持続的な漁場の確保が課 資料1-5

題。 A-1 
して、人工流木（FADs）の共同管理、

GPSブイ、ヘリを活用した広域な漁場

情報の共有により操業効率の向上を

図り、安定的な操業を実証する。

WC PFCから、めばち混獲 かつお及びめばち資源の保存管理に 太平洋産かつおは現状水準の漁 資料1-6

削減と、そのためのFADs 配慮し、太平洋において、かつおの 獲

時期・回数規制が課され 漁獲量は増やさず、めばち混獲削減 めばち混獲5割削減
資料1-7

ている。 A-2 のため、 760トン型2隻の改革型漁船

により、ヘリを活用し素群れ主体の

操業を行い、 FADs年間使用回数を制

限し、大目網を使用する。
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省エネ 経費の約2割を占める燃 B 省エネ型漁船2隻建造 総合的に各々の漁船で年間 資料2

燃油消費 油が高止まりし、経営を 420KL、12.4児以上燃油消費量削

削減 圧迫 （共通の取組） 減。

. s Gプロペラの装備 79. 8KL、2.36% 資料3-1

－省燃費型防汚塗料の採用 59. lKL 1. 75% 

• LED照明の採用 7. lKL, 0. 21% 資料3-2

－魚胎保冷温度－40℃管理の徹底 18. 3KL, 0. 54% 

－燃費リアルタイムモニター設置 資料3-3

CA船の取組） A船計420KL、12.4%燃費削減

－船首形状の改良と経済速力航行 214. 2KL, 6. 33% 資料3-4

－ウェザールーティングシステムの 41. 9KL 1. 24% 資料3-5

導入

CB船の取組） B船計430KL,12. 8%燃費削減

－主機軸発電・パワーマネジメント 267KL、7.9% 資料3-6

システムの装備と経済速力航行

高鮮度 大漁時、汲み取りに時間 c －漁獲物の2か所汲み取り方式、 魚体の変形を抑え魚体の固着を 資料4

鰹節原料 を要し、海水温が高く鮮 －鰹節向け原魚冷凍システムの導入 防止し、次品を減少させ、良品 資料4-1

の生産と 度低下を招きやすい。 冷海水により、凍結前に魚体を 割合を増加させる。次品発生割 資料4-2

供給 凍結時、魚体固着により、 予冷する。 合を半減させることにより、平

割れ・変形が起こり、次 －魚胎温度管理の徹底 CB再掲） 均単価2円向上が見込まれる。

品が発生し、評価下落

衛生管理について、 EU D EU規格に沿って、衛生管理を向上さ 買受人の信用度をアップさせ 資料4

規格を十分満たした設計 せ、同規格を取得する。 る。具体的な金額の算定は困難

となっていない。 なので、収支には反映させてい

ない。
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環境問題 冷媒であるフロンガス E 自然冷媒として、環境にやさしく効 フロンガス使用禁止に対応し、 資料7

への対応 R-22の新船への使用禁 率のよいアンモニアを採用 かつ、合理的な保冷温度を達成

止に対応する必要。 する

労働環境 船室が狭い等、船員住環 F • ILO新設備基準を満足する。 －快適な居住空間の実現 資料8

の改善 境の改善が必要 －作業区画と居住区を分離する。 一人当たり居室床面積 l.7倍 資料9-2

長期航海にもかかわら －健康的な生活環境を整える。 l. 1 rrl → l. 9ぱ 資料9-3

ず、乗組員問並びに家族 病室、シャワールーム付きチェン －乗組員の健康維持

とのコミュニケーショ ジングルームの設置

ンを図ることが困難 －食生活の改善を図る。 －ストレスの削減

水素水サーバー

－インターネット配線、 －コミュニケーションの改善

Wi-Fiルーター導入

高負荷な労働、長時間に F 揚網作業の省力化 －軽作業化と船体安定性向上 資料8-1

わたる作業、厳しい作業 鰹節向け原魚冷凍システムによる 資料8-2

環境 魚体の固着防止 資料4-2

シフト作業に、スクープマスター、 －漁獲物のシフト作業の軽減と 資料8-3

浮かし取り、沈下型モッコ方式の 作業時間の軽減 資料8-4

導入

－セントラルクーリングシステム －メンテナンス作業の軽減 資料9-1

暑熱対策として、ドライミスト装 －熱帯域での作業環境の向上

置

船員が高齢化し、後継者 F 水産高校等からの新規採用及び若年 後継者が確保される 資料9-3

が不足している 船員の積極的な採用促進

資源環境 資源保存管理措置の強化 G オブザーバー居室2室の新設 資源管理の推進 資料9-3

対策 に対応する。
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安全性の 事故を防止する為に、安 H －船体の復元性の向上 船体及び労働の安全性確保 資料2

向上 全性を向上させる。 ・減揺装置の強化

－十分な乾舷の確保

加工・流 高鮮度 大漁時に鮮度低下、 －汲み取り方式の改良 高鮮度の鰹節に向いた原料供給 資料4-2

通に関す 鰹節原料 魚体同士の固着等発生 －鰹節原魚冷凍システム の増加

る事項 の供給

インド洋 漁場及び国際市場におけ －高鮮度、低脂質の原魚を供給 地域の鰹節ブランド化 資料5-1

産かつお る各国との競合の激化の インド洋の水揚げ、補給はプーケ 高品質化の促進 資料5-2

の供給 影響を受けて、必要な ットで実施し、最終航海後、漁獲

鰹節原料を十分確保で 物を内地へ鰹節原料として供給

きない。更に、太平洋の し、地域の需要に応じた対応を図

素群れ操業増加により、 る。

節向けの良質な原料が不 －インド洋産かつおの加工原料特性 －かつおに含まれる有効成分を 資料6-1

足している。 の啓発 活用した製品開発 資料6-2

新たな鰹 船内温度管理が不安定な K －漁船における、電子膨張弁による 鰹節加工原魚の品質向上 資料6

節原料の ため、過剰な船内保冷。 魚胎温度－40℃管理の適正化。

流通加工 陸上の鰹節加工場では、 －陸上では、流通加工業者と協力し、 省エネ及び脱フロン対策 資料7

体系の確 過冷却のかつおは手間暇 -40℃で保冷された魚による無駄

立 かけて解凍 を削減した省エネ型流通加工体系

確立に取り組む。
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(4) 取組の費用対効果

①燃油消費量削減に関する取組の効果

燃油消費量削減に関する取組B、C、Dの実施には合計で 95,600千円の導入コストが必要と

なるが、これらの取組によって下表の通り年間 72,395千円の燃油費削減が見込める。そのた

め、約 1.4年で投資資金の回収が可能である。

表：燃油消費量削減による効果の試算（A船、 B船合計）

SGプ白 省燃費型 LED照 魚槍保冷 船首形 ウェザーJv-
項目 ／ 取組

明採用 状改良 予ィンゲペラ 防汚塗料 -40℃ 

a.導入コスト 5, 000 2, 000 640 。 2, 610 350 
b.取組による 13, 5 6 6 10, 047 l, 207 3, 111 18, 207 3, 562 

プラス効果

c.取組による なし なし なし なし なし -1, 200 

マイナス効果

純効果（b-c)（年 13, 566 10, 047 l, 207 3, 111 18, 207 2, 362 

間）

投資資金の回収に

要する年数

注）算出根拠

3, 380KLx 2隻＝6,760KL ・現状年間使用燃油量

．計画燃油単価 85, 000円／KL（最近の燃油情勢を反映させた単価）

• b.プラス効果約 12.協削減効果により、

金額単位：千円

主機軸

発電
計

85, 000 95, 600 

22, 695 72, 395 

-3, 000 -4, 200 

19, 695 68, 195 

1. 4 

C' 6, 760KL×12. 6%×85, 000円ξ72,395千円

（注： 12.協はA船、 B船平均削減率）

( 5 ) 改革の取組内容と支援措置の活用との関係

①漁業構造改革総合対策事業の活用

取組番号 事業名 改革の取組内容との関係

A～K もうかる漁業創 2隻の海外まき網漁船を建造し、

設支援事業 連携操業によってインド洋と太平

洋を併用し、主要地域へ鰹節原料

を供給する操業モデルの収益性改

善実証化試験を実施

事業実施者 実施年度

平成27年度

未定 ～28年度

15 



②その他関連する支援措置

取組番号 事業名

A 日本政策金融公庫

漁業経営改善支援

資金

( 6 ）取組みのスケジュール

①工程表

｜取組記号／年度｜

I A~K I 

25 

② 改革取組による波及効果

改革の取組内容との関係 事業実施者 実施年度

新船建造に係る建造資金 未定 平成25年度

26 27 28 29 30 

インド洋と太平洋を併用する新たな操業モデルの実証化により、以下の波及効果が見込まれる。

インド洋と太平洋のかつお資源の安定的な利用が可能となり、次世代に向けた経営の継続が図

られる。

かつお原料の量的、質的不足に苦しむ鰹節産地に良質な加工原料を安定的に供給する。

インド洋のかつおの特性を活用した高品質鰹節ブランドの推進と新たな高付加価値製品の生産

が可能となる。
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4. 漁業経営の展望

海外まき網漁業を取り巻く情勢は、近年は生産量、生産金額は比較的安定している一方、主漁

場の中西部太平洋では国際競争が激化し、更に、 WCPFC及び島興国からの相次ぐ規制強化と入漁

料の急増、燃油価格の高止まりにより、将来の見通しが困難となっており、このままでは、地域、

我が国の食文化を支える鰹節加工業への原料安定供給が危ぶまれている。

このため、本計画では、インド洋と太平洋を併用する新たな操業モデルを確立し、省エネ、省

力化への抜本的見直しを行うとともに、漁獲物の品質向上の取組みにより主要鰹節産地への加工

原料の安定供給の確保を図ることとしている。こうした取組により、今後更に厳しさが増すであ

ろう国際情勢下においても、持続可能な漁業経営が可能となる。

( 1）収益性改善の目標（2隻平均） 単位：トン、千円

く収入＞ 現状 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 5年平均

太平洋 6,004 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 晶画ーーーー『ーーーーーーー・ーーーーーーーー』』－ ---- ーーーーーーーーーーー』ーー ー・，－ －－『－ -－ーーーーーー ー』ー－ーーー，ーーーーーー ーー・ーーーーーーー』ーーー --－ーーーーーーーーー白血ー

インド洋 。 1,100 1,150 1,200 1,250 1,300 1,200 
-－』『ーー幽－ －ーーーー『ーー ーーーーーーーーー・圃ーー目白色 ---－”ー・・ーーーーーー 』ー』』圃幽植】 F ー四戸ーーー ーーーーーーーーーーー・』ーー ーー聞 E ’ーーーーーーーー』ー 』ーー『園田ーー・ E ーーーー ーーーーーー』』ー，，ーーーー

水揚量計 6,004 7,100 7,150 7,200 7,250 7,300 7,200 

水揚金額 1,050,700 1,256,700 1,265,550 1,274,400 1,283,250 1,292,100 1,274,400 

収入計 1,050,700 1,256,700 1,265,550 1,274,400 1,283,250 1,292, 100 1,274,400 

く支出＞

人件費 277,224 282,435 282,862 283,289 283,716 284,143 283,289 

燃油代（注） 178,707 251,108 251,108 251,108 251,108 251, 108 251,108 

修繕費 129,400 84,000 112 000 132,000 112,000 152,000 118,400 

漁具費 41,204 58,500 58,500 58,500 58,500 58,500 58,500 

塩代 11,715 19, 162 19, 162 19, 162 19, 162 19, 162 19, 162 

入漁料 131,000 121,000 121,000 121 000 121,000 121,000 121,000 

その他 43,740 115,065 111,609 109,137 107,235 105,735 109,756 

漁船保険料 8,247 14,958 13,499 12,327 12,576 12,615 13, 195 

公租公課 520 13, 192 10,742 8,454 6,669 5, 196 8,850 

販売費 65,206 78,247 78,247 78,247 78,247 78,247 78,247 

一般管理費 61,379 64,269 64,269 64,269 64,269 64,269 64,269 

支出計 948,341 1,101,935 1, 122,996 1, 137,492 1,114,481 1,151,974 1,125,775 

償却前利益 102,359 154,765 142,554 136,908 168,769 140,126 148,625 

j主：燃油代の現状は、 350トン船の実績値。

改革後、 760トン型で省エネの取組を行わなかった場合、 287,300千円
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［収益性改善の目標算定基礎】

現状 現状値については、 35 0トン型船2隻の平均値を記載

計画 太平洋 1,000トン× 6航海、インド洋600トン（平均）× 2航海

水揚数量 太平洋における現行760トン船ー航海平均漁獲量980トン

インド洋l日平均漁獲量25トン

（初年度23トンから、習熟と知見の蓄積に伴い、徐々に増加）

開発調査センター調査船実績平均20トン、年間最大30トンより推定

水揚金額 海まき船の実績単価を基礎に、次品 14%から 7%への減少により約1千万円増収。

この結果、単価2円／kg増加を見込む

人件費 人員は既存船と同数のため、実績を基礎に、給与規定に基づき、給与・食料費・

船員保険料・福利厚生費・医療費・旅費計算

燃油代 現行760トン船年間実績3,380KL×（省エネ率 12.4%）×＠85, 000円（実績）

修繕費 入港中修理＋ドック。 3年目中間検査、 5年目定検

漁具費 実績値に、インド洋操業に伴う GPSブイの増加を加算

塩代 [ (90t／航×6航）＋(45 t×2航））×＠30,000 

入漁料 実績及び島l興諸国の動向により計算、オブザーバー経費を加えて計上

通信費、外地運賃、賦課金、消耗品、雑費等、

その他 前年度実績を基礎にヘリチャーター費（50,000千円）、金利（平均 21,837千円）等

を加えて算出

漁船保険料 漁船保険算出基準により計算

公租公課 基準に基づき算出

販売費 漁協＋問屋・商社口銭十荷役料

一般管理費 現行の管理経費を基礎に売上に伴う増加分を計上

(2) 次世代建造の見通し

改革5年間の平均償却前利益は約 149百万円となる。この年間平均償却前利益 149

百万円を算出基礎として、 20年目までの償却前利益累計は 2980百万円となるため、

次世代船建造船価の確保が見込まれ、再生産可能な漁業経営となる。

償却前利益

149百万円
× 
次世代船建造までの年数

20年

船価
＞ 
2,800百万

18 
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（参考） 改革計画の作成に係るプロジェクト活動状況

1.地域協議会

開催時期 協議内容 ｛蔚 考

平成25年8月 委員紹介、会長、副会長選出 第 1回

改革計画のコンセプト協議 開催地：東京

平成25年 11月 地域プロジェクト改革計画協議 第2回

開催地：山川

平成25年 12月 地域プロジェクト改革計画策定、採択 第 3回

事業実施者の選定 開催地：東京

平成26年 3月（予定） 改革計画の実施予定 第4回

事業実施者決定報告 開催予定地：東京

（ 2 操業・流通加工部会
開催時期 協議内容 備 考

平成25年 8月 委員紹介、部会長、副会長選出 第 1回

改革計画コンセプトの技術的検討 開催地：東京

平成25年 10月 改革計画案に反映する操業モデル策定 第 2回

開催地：東京

（ 
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海外まき網プロジェクト改革計画書資料集

資料1 新たな操業モデルの漁場開発

資料1-1 中西部太平洋操業の現状と対応の必要性

資料1-2インド洋と太平洋を併用した操業の実証と漁場確保

資料1-3インド洋かつお資源状況

資料1-4,5インド洋かつお漁場の特徴

資料1-6中西部太平洋における資源管理

資料1-7 中西部太平洋におけるめばち混獲高lj減

資料2 改革型海外まき網漁船のコンセプト

資料3-1改革型漁船の省エネへの取組

資料3-2 改革船の省エネ燃油削減効果

資料3-3省ヱネへの取組

資料3-4船首形状の改良と経済速力航行

資料3δ ウェザールーティング、による燃油削減

資料3-6主機軸発電・ハ。ワーマネシ‘、メントシステムと経済速力航行による燃油費削減

資料4 高鮮度鰹節原料の供給

資料5 地域の鰹節ブランド化、高品質化への取組

資料6 新たな流通への取組

資料ブ 環境問題への対応（アンモニア冷媒への転換）

資料8 労働環境の改善

資料8-1揚鱗作業（取り網）の省力化

資料8-2 揚絹作業（締め込み）の省力化

資料8-3漁獲物シフト作業の省力化

資料9 居住環境の改善
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資料1 新たな操業モデルの漁場開発

海外まき網漁業の操業概要図 ｜ 

従来の太平洋での操業

インド洋の状況

かつお資源状況は良好、鰹節原料として好適

複雑な海象、資源生態のため漁獲は不安定

太平洋とインJド洋を併用

新だな操業モデルの開発

3 



資料1-1 中西部太平洋操業の現状と苅応のLJ必要性

1中西部太平洋資源言語 よ 伽 ；｜隻日数壁保が不確実 ：1li
総隻数管理＝争隻回数管理ヘ移行（入漁国間での獲得競争）

！麟 J説 書源管理抑だめ7月から9月i糊 s禁漁＋年間同Os操業回数制限

｜操業が大き〈制限｜

玉lの意向に大きく左右される＞

・Apia 

‘ 吋ila ;Suva 

インド洋漁場の確保が
・Nuku’alo1a 

@www.demistnl 

4 



、

資料1-2インド洋と太平洋を併用した操業の実証と漁場確保

［イ山洋漁場｜

・イシド洋漁場の）調蓋探索
里商業ベースに合う操業の確立
里新たなかっお漁場iを種保
・良質な鰹節原料の確保と供給 1、

インド洋漁場
2隻の連携により漁場確保

... ~『「で

：：~ .. 

枕 ‘’山
崎.l＇川

－ーム 中西部太平洋漁場

3比三抗毒岳E沼l司



資料1-3 インド洋かつお資源状況

国際管理機関

インド洋まぐろ類委員会（IOTC)

科学委員会議長西田勤博士

かつお節、缶詰などの加工品原料

70 

60 

so 

o

o

 

A
m

－
q
u
 

（
入

品
川
円
）
剛
山
削
川
潤

20 

10 

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 

年

インド洋かつお漁獲量
2007年～2011年40～46万トン平均44万トン

国際漁業資源の現況（水産総合研究センター）より抜粋

60・N

40・N

20・N

o> 

20。s

40。s

60・3
0・ 20・E 40・E 60"E 80・E ’00・E 120・E 140・E 160・E

資源は高値ー横fばい
漁獲量もMJSY~ペル何8：万トン）以下で過
剰な漁t獲や4説獲棋況には至っていえよい

6 



資料1-4 インド洋かつお漁場の特徴（1)

20 N 

10 N 

EQ 

10 s 

20 s 

特徴（東部水域）
－外国漁船との競合がない
・公海漁場、入漁料負担がない
．漁場と水揚げ港が近い
－資源状態は良好

太平洋漁場の補完もしくは代替
漁場として有望視

壇画

渇－
 

a
 

r
 

者シ寄書シ＇'1'

E主ス，，，，.
-...‘・，．

オーストヲリア

インド洋 l.'f;tlfi'」＂＇・＇，・ J7

30 s 
065 E 085 E 1 05 E 125 E 145 E 

開発調査センターによるインド洋東部公海域を中心とした調査の結果

－時期別の漁場形成状況等の情報を蓄積。 FADs操業主体で， NEモンスーン期

(10～3月頃）に比較的海況安定し好漁となることを明らかにした。

－衛星情報の活用等により，平成17年度の調査航海においては年間61,686トン生産

平成19年以降は、当業船1隻が短期操業し、漁場滞在34臼備で1,830トン（53.8

トン／日）の好漁もあったが、その後は4.5～28.6トン／日と不安定。

－効率的な操業に向けての主な課題は， FADs管理と漁海況情報の入手。

当業船2隻の連携による安定的な操業の実証 7 



20 N 

10 N 

EQ 

10 s 

20 s 

30 s 

資料1-5 インド洋かつお漁場の特徴（2)

一O 'Iインド洋漁場下ヂで＼可保存れぬくト天然流れ物｛流木等）も似い
「叫，－，＿....，，，：ユ ＝争 F.ADsを利用した操業が必要

海

；~；~~ j需とおンサ ②気象海象が複雑、潮流が予測困難で陥Ds
＼ 司 ・:1 流失が懸念される
ア祖主宰I! 吟 2隻で協力してFAOsの管理

烈~y ;;-_~一 軸 E l¥ ' 円 、
人リフノ刀 ... "'' 1③1隻でほ太平洋の10倍以上の漁場面積

モ仰や ；f::，，尚；！許~之島グ：~~ 功 2隻による効率的な漁場探索が必要
.~ ~1~朝寝符｛川瀬？ ~ 〉子

ノiーやλ

-南西モンスーン期
(5月～9月）

j度、雪おり意い
12隻による連携操業・漁場探査が必要｜

一－~ '・'?- . . J. 守

漁場情報交換•;1 ~l)B 管理・効率的な漁場探索
1隻~600トシX2航海、 1200トン目標

’F 

065 E 085 E 105 E 125 E 

ン

8 
145 E 



資料1-6 中西部太平洋における資源管理

4 過去3年間~EJ西郁夫害洋漁獲実績（当業船2隻平均）
－~F>.oul 

6,251トン（S,7ア4トシ

－・ 、＼』
面白！￥M哨 sby ・時愉

、、． ‘、

6,0:014トン

.ifarawa 

現状の漁
獲レベル

t,A.pia 

・Nuku・alofa

”‘・‘』

@www .aemis1nl 
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資料1-7 中西部太平洋におけるめばち混獲削減

~I 改革船によるめばち混獲削減計画｜

10 



資料2 改革型海外まき網漁船のコンセプト

1）省エネ型漁船の導入

2）高品質鰹節原料の生産と供給

3）新たな鰹節原料の流通体系

4）自然冷媒の採用

5）労働環境の改善

11 



資料3-1 改革船の省エネへの取組

SGプロペラ
の装備

省燃費型防汚塗料

の採用

魚槍保冷温度
-40°C管理の徹底

LED照明
の採用

船首形状の

改良（A船）



資料3-2 改革船の省エネ燃油削減効果

！削減量｛日） ｜ 
① SGプロペラの装備 79.8 2.36% 

② 省燃費型防汚塗料の採用 59.1 1.75% 

③ LED照明の採用 7.1 0.21% 

④ 魚鎗保冷温度－40°C管理の徹底 18.3 0.54% 
一一一一一一一

｜「 214.2 :1 ⑤ 船首形状の改良と経済速力航行（A船｝ 6.33% 

⑥ ウエザールーティングシステムの活用（A船｝
JI 

41.9 I’ 1.24% 

⑦ E 機軸発電パウ亘弘 ジメー怜ス尚 一l 261.0 II 7.90% 

装備と経済速力航行（B船）

13 



資料3-3(1) 省エネへの取組（1) A船、B船共通

①SGプロペラの装備
燃油消費量を2.36%・79.8KL削減

14 



資料3-3(2) 省エネへの取組（2) A船、B船共通

③ LED照明の採用
燃油消費量を0.21%・7.1KL削減

I. T ・LED電球の消費電力が白熱電球の85%という特性を生かし、 電力消費量を

lメ！1日当たり約鰍Wh削減。発電機関出力が約3.7kW減少。 ’ 左記の特性により
iーl・発熱量が白熱電球の約1/2という特性を生かし、冷凍機・空調機の負荷を減少 圃
Iソ ｜ させ、省電力化が可能。

I ~ Iーの時命一一しー露倉一一 ； 管駒削減 l
r ~：::I 球交換の“手間”を削減。
i° ，－~I ・長寿命の為、予備品が削減でき、 コストの削減・倉庫スイースを有効活用できる。 、同町一ノ

④魚腫保冷温度一40℃の管理徹底
燃油消費量を0.54%・18.3KL削減

新たに鰹節原料向けに魚鎗保冷温度を
-40°crこ保つことで、－50°Cから約10°C
保冷温度を上昇させることにより発電機の
燃料消費量を削減。

1日当たりの電力消費量を約219kWh削減
し、発電機関出力が約9.5kW減少する。

冷凍機の運転状況を電子膨張弁により自
動管理する事で、魚鎗ごとの温度ムラがな
く品質が向上

15 



資料3-4 船首形状の改良と経済速力航行 A船

f 燃油消費量を6々の~~~1 ~，.2KL 削減 j

船首形状の改良

船首水面下の形状を改

良 造波抵抗を3%減少さ
せて 燃油消費量を1.59覧，
53.9KL削減

ピッチング減少、凌波性

の向上が得られ 乗り心
地が改良され 安全性も
向上

造波抵抗が

従来の船首
形状に対し

↓ 

3%減少

主機出力が

約56kW減少

燃費リアルタイムモニターを常時確認する事により減速達転ヘ意識向上
I~ 、

項 目 現 状 減速運転 iI 効 果
航海時速力

14. 0ノット " 13. 7ノット 0. 3ノット減速
（往航復航，インド洋への航海）

主機関燃油消費量 2395. 96KL／年 2235. 66KL／年 企160.30KL／年

発電機関燃油消費量 983. 76KL／年 983. 7飢／年 l

.A 160. 30KL／年
合計燃油消費量 33"'7'9. 72KL／年 3219. 42KL／年

~」 d、
4. 74%削減

ー－－」

－主機回転数〆燃費・補機電力・燃費・残量手宅リアルタイムに表示
16 



資料3-5 ウェザ－）じ乙テインクれによる燃油‘削減 A船

燃油消費量を1:.24%・41.9KL削減

ウエザールーティングとは？

従来は、天気図・海図等を基に、乗組員の予測判断により手動にて航路設定。

最新版では、気象・海象データ並びに船体運動特性等を加味して、最適航路を設定し、尚且つ、随時に気象・海象データを変更す

ることで、本船の実際の状況に即応し、安全で燃料消費量の少ない最適航路を導き出し、 リアルタイムで航路を自動で修正。

長距離移動（日本と中西部太平洋の往復・インド洋の往復）時に最適な航路設定を行い、効率的に運航を行う事により、省エネ運

航が可能。また、最適な航路を自動で計算できる為、乗組員の労力低減・安全航海が可能

船体烏エンジン等、
運動特慌のデー
タ申続

匝日

3 

気象”海象情報
（現況／予報）を要求
＊毎日

気象／海象を受信
し、各条件（到翁鼠
/@I滋場所等）を満
たした省エネ航路
を演算。

プロットlこ表釆された
ルートに沿って操船

~ 

機iltt－＋キ・＇） 1 ~ス
(1月で畳量も燃費節約の大きかった銚海｝
出滞日時： 2012年1月29臼OOUT仁
指定歪tJ渚日時： 2012年2月10日12UTC
指定航海時間： 300時間
喫水： 3.5 on 

最少燃料航路 ラムライン航路
燃貨： 111.9 t 125.5 t 
回転数： 169.9 rpm 175.7 rpm 
航海距離： 4129 nm 41.06 nm 
平均速力． 13.76 kn 13.69 kn 
燃費節約 13.6 t (10.B %) 

焼津→キリパスの航海において、最適ルートは大圏ルート（最短ルート）

の北側を大きく迂回する。この理由として、下記のA,Bが考えられる。

A 野島崎沖の強い黒潮流を利用でき、かつ北赤道海流の道盗査

避は盈ことができる。

B 貿易風の逆風多辞けることができる。

ウエザールーティングを行う事により、 大圏ルートを運航した場自民

比較して、1月の冬季で平均6.7%の燃料削減が可能。



資料3-6 主機軸発電・パワーマネージメントシステム B船
と経済速力航行による燃油費削減

航海・探索中
｜推進力 ｜

CPPプロヘ。ラ I¥ 4‘ 

－主機馬力を発電に転化することによって航走速力の抑制が必然的に行な
われ、経済速カlで、のJ航走で、燃油l費の大幅な削減が図れる。

（減速航走による主機関余剰馬力を発電に転換する）

・主機軸発電と補機発電の最適運転バランスを取り低負荷運転を回避、
最適な燃費水準による運航で消費燃料lのj削減が図！られる0

・各発電機の自動始動、自動停止などの機能が加わり、補機関運転時聞
が短縮され、メンテナンスコストの削減が図iられる。

主機故障・低負荷時

｜主機関 ｜ 
CPP7口ヘラ

ギア

｜｜ 主機関 ｜｜ 

電力供給

同語語｜

船橋モニター 機電発

関

闘

機

機

南

祥

E
叫
l

、
、、、

船橋モニター

ごオ 補機関 1~ 餐電機、
、．補機関Ii発電機



資料4 高鮮度鰹節原料の供給

課題 ｜ 現状次品割合：漁獲数量の~~－~ － 2:0＿円／kg{2万円／トン｝価格低下

鮮度悪い

次品発生

A
U
7
 

売上の低迷

経営に大きく影響

次品半減 14% 今 7%

高鮮度鰹節原料供給
①2か所積込方式
②冷海水予冷方式

7,200トン×7%キ500トン減少
500トン×2万円キ1000万円

解決策

『司司............ 

｜売上平均単価が約2円アップ｜

いつも高鮮度

EU輸出基準クリヤー
（安全安心）

［ 経平安定~ ・ 11開設、
｜次品割合の半減で年間1000万円以上売り上げが向l上 I19 



資料4-1 高鮮度鰹節原料供給の取組（1)

今は、
大漁時、汲み取lりに時間を要する
海水温が高〈、鮮度低下となり易い

『 ζ二レ

漁獲物の2か所汲み取り方式実施

可 ζコ7
漁獲物の汲み取り時間の短縮

〈二シ

漁獲物の早期冷却開始

『 ζJ==.--

漁獲物2か所汲み取り方式

20 



資料4-2 高鮮度鰹節原料供給の取組（2)

冷海水予冷により、魚体の“曲がり”及び“割れ・欠け”を
防止し、次品を減少させることで、全体の品質を向上

、6..
/TJ 

海

水｜｜②冷海水にて予冷を村う（約6時間）

予

0°Cの冷海水で予冷する
時に、魚体が引き締る、事
で、魚体と魚体の聞にl隙
聞が出来る＇0これによ妙、
フ．ライン凍ニ絹時の、『魚体の
間着・曲がりJを防止する。

固着により、魚体にr寄lれ・
欠けJが発生する事；が減
少する。

次品を減少させる

事により、全体の
品質を向上させる。

④－18°Cのブ、ラインを注水しカツオを凍結する

ブ
ラ
イ
ン
を
シ
フ
ト

n
A
V
n
o
 

⑥－40°Cに冷却し、保冷を行う



資料5-1 地域の鰹節ブランド化、高毘質化への取組

焼津：魚市場水揚額日本一

新嘗祭に、神誤用鰹節を献上

／

HV胸
、．，F
d

’pe巾

A
h
v
／

F
挽

｜ 山JII：本枯節生産日本一
「本場の本物」認定

枕崎鰹節生産日本一
「本場の本物」認定

脂分の少ない節向け原料減少

国ゆ｜世界的なかっお需要の高まりにより原料不足
太平洋FADs規制強化により、良質な原料減少

→ブランド化の一層の展開に制約

インド洋産は指肪含有量が低い（水研センター調べ）

インド洋産 1.9o/o 
南太平洋産 3.2%

できあがる鰹節は優れた品質 ぃ ー － 
．色が鮮やか（変色しにくい、） 曳~：~一~吟略／ii''-

．香りが良い インド洋産かつお
．削りよりがきれい（花が立つ）

． 
インド洋産かつおを活用したブランド化の促進
焼津：静岡県水産技術研究所と加工組合が協力

深層7Jく等を利用した地域ブランド化を目指す
山川、枕崎：インド洋かつおの特性を活かし＼
「本場の本物」ブランドの一層の啓発

各地で新たな価値の創造を目指した取組み

22 



資料5-2インド洋・太平洋から3地域への漁獲物供給

高級鰹節、本枯節生産
などに適した高鮮度・
低脂質の原料供給

転載地

低指質かつお

－ J 二二ご , _ _/ fーーー ＝ ＝ ｛ ーー一＿ v戸ー一
－ J 一一 白一一 一一一一、－ー、＿，一一 λ 一一一 三 ／ 

ー （一一 － 一一－－ －，，，－~~ ＿，＿ーっ 、z、

〆〆’Vン｜ご洋 h 、＼
パo月から12月前後操業＼
( 2隻で4航海程度 I 、3地域にバランスよく I 
＼、、 漁獲取を犠λ ノ’

I ¥ l_I i, ,I :T' Ff1 ＼~ ;illl, ~言 ｜

@www1.demis.n~ 3 



資料6 新たな流通への取組み

ドー者と流一… し改革函 函瓦両二ヶ一、
より鰹節原料としての冷凍かつま

f新た杭遺体系の往D
加工業者の意見を反映し、鮮度良
く、初期凍結のしっかりされた魚で
あれば、保冷温度は、－40°Cでも
十分ということから、無駄を削減し
た省エネ流通改革に取り組む。



資料6-1 加工原料としてのインド洋産かつお

DHA・アラキドン酸など機能性成分の原料として高い品質
→インド洋産かつおの価値向上につながる研究成果
→健康食品、特保、サプリメントなどの用途に最適

水産総合研究センター研究成果より

血合筋総脂質中のDHA量 ｜ 肝臓総脂質中のDH!A量

50 35 

25 

30 20 

20 15 

10 
10 

5 

。 。
インド洋かつお 太平洋南方かつお インド洋かつお 回太平洋南方かつお

測定サンプル別インド洋産かつおのDHA含量（mg/1Og) 

血合筋（筋肉）、肝臓（内臓）では、 インド洋かつおが太平洋南方か
つおより DH A含量が平均的に安定して上回っていた。DH A機能性
成分の原料の質という点からはインド洋かつおが優良といえる。

25 



資料6-2 かつおに含まれる育効成分の利用

聞闘砂

インド洋産高品質かつお供給 高品質鰹節原料 血合筋・内臓・その他残津

高度衛生管理型水産物加工施設

鰹節加工残津の有効利用 『 ｜ 枕崎の事例

水産物加工処理施設を整備

新商品の開発と販路拡大
収益分を加工業者に還元、加工業者の経営安定化

かつおの有効成分を活用した新商昂
DHA・EPA今機能性食品素材

眼の周囲の細胞に多く含まれている

天然カルシウム →健康食品素材

かつおの中骨を精製して高温処理した焼成カルシウム

．エラスチン→海洋性機能商品素材

美容訴求の商品として期待特に心臓に多い

タウリン・カルシノン・アンセリン

かつおに多く含まれる機能性物質

26 



資料7 環境問題への苅応

~ 

~·•·••••••••·• • • •·••••• • • •J7？~-sr；林，.ーする戸川：：：：：：：：：：：： ｝，
吋出量 l

…削
魚槍保冷温度－40°Cを徹底する事により、過冷却を防ぎ、燃油iの削減が
可能となる。吏には鰹節ヘ加工する過程で、の解凍時間・解凍コストの削減
も可能となる。

27 
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資料8-1 揚網作業（取り網）の省力化

①パヮLブロックが高く風吹かれで取り網に負担
②沈子取り機なく、風吹かれで重労働になる
③網積み高さ高くトップヘビーになっている

・・・・・田
A 網捌き位置を低くし、取り網の風吹かれに対応

（取り網の軽作業化）
B網の積み込み高さを低くし、トップヘビーを低減

（船の安定が向上）
C沈子取り機を装備し、 沈子取り作業を軽作業化
D網捌きの際、前後左右移動で整網 （取り網の軽作業化）

改革後

~ I 
"' ，岡崎浮子取り機

改革前

浮子取り機。
浮
子
－ 璽盤艶j

，〆 、、
、、 r

10.Sm 

沈
子

網捌き

園田園圃画醐

／ ＼  、、 ，r

12m 揚網機

29 



資料8-2(1）揚網作業（締め込み）の省力化

i網丈磁くし、締叫時間短縮 ｜弓
作業の負荷が軽減される

魚の）早期l取込と冷却ーラ鮮度向上

｜従来の網深さ 1 ~ 

1魚捕網改良前 ｜ ＼ 
I 、 網を浅く改造

一一 ＇，........ __ [ ___ ...... / 
網を浅く改造

網が深く締め込みに時間が掛かる

網深さを最大54mr浅く改良

大漁時の！揚網｜時間を
30分程度短縮

鰻の締め込み

魚捕網を改良作業の効率化を図る



の省力化揚網作業（締め込み）資料8-2(2)

l[Jj 1h'.J c !(; ] ;,: :Ji! ｝~＇~：／~！／ り 1/1イ 1fI 
後一
一良一
一以一｜ 現状 ｜

6 5 4 3 2 

3寸目

21反

136問

t尺目

10反

234問

B寸目

9反

213間

一一トートー

25反

195問

3.5寸目
3寸目

30反

172間（ 184問

3寸自

28反

3寸目

25反

148111! ( 160問

3寸目

23反

3寸目

19反

124悶

三
角
・
縦
網
撤
去

．．．． ・・・圃．．．． 圃・・圃

242問

3.5寸目

2反

B寸目

13反

．．．． 

8寸目

3.5寸目

24反

188問

3寸目

28反

172問

25反

160問

3寸自



資料8-3(1) 漁獲物シフト作業の省力化（1)

従来船の漁獲物シフト作業

：二己y二lによる ｜ 
ノJタ；巳 ｜

総員15名の重労働

〈童

8-10名が送出し側の
魚鎗内でモッコ入れ作業

凍結槍

I 3-5名が受入れ側の
I 魚槍内で積付け作業

保冷魚店倉
l
l
v
 

賞金 主
， 

漁獲物シフト作業：操業時に直接積み込めない魚鎗（保冷槍）ヘ魚を積載
ブライン初期凍結後漁獲物の鮮度保持に極めて有効

32 



資料8-3(2）漁獲物シフト作業の省力化（2)

生同A
llf可口

12番魚鎗（保冷鎗）

上甲板

u番魚鎗

マス卜 ポートデッキ

1＠香魚鎗 9番魚鎗（保冷臆）

8番魚鱗 ll 7番魚鎗 I6番魚鎗 5番魚槍 ｜！ 4番魚鎗 l吾香魚鎗 ｜ 2番魚鎗 ｜ 1番魚鎗

｜λクープマスター方式｜ ・11番魚鎗＝今保冷槍ヘ

・6番7番の浮かし取り方式の補助作業も可能
．比較的大型魚のシフトにも有効

｜浮かし取り方式 ｜ ・4番から7番魚鱒 今 保冷槍ヘ
－中型魚のシフトに有効

~ 沈下型モツコ方式 ｜ ・9番、 12番以外の全ブライン魚鱒で可能

．大型魚のシフトに有効
－浮かし取り方式・スクーフマスター方式でも活用



資料8-3(3) 漁獲物シフト作業の省力化（3)

｜スクープマスター方式の導入｜

ーーーー一ー》

A 

保冷魚鎗

1
1
E
l
v
 

魚館内でのモッコ入れ
作業がなくなった

｜総員4名で軽作業化 1¢ 1乗組員労働時間の削減 ｜
左右11番魚睡で実態

浮かし取り方式の補助作業も可能
34 



資料8-3(4) 漁獲物シフト作業の省力化（4)

｜浮し取り方式の導入 ｜ 

ブライン液をオーバーフローさせ、漁獲物を浮か
せ、液と一緒に隣の魚鎗に流す。その際漁獲物
のみモッコ（網）で受け、ウインチで他の魚槍に
移動する。

l総島名で軽作業化コl

ブライン液は2つの魚鎗で循環させるo

ブライン液の循環

魚iまモ、立コで｜｜ 
移送 ｜｜ 

保冷魚鎗 l

↓ 

左右4、5、6、7番の下層8魚鎗で可能
中型魚主体のシフトに有効

l凍結鎗内作業が皆無となり省力化が酎Lる ｜ 35 



全ブライン魚槍で実施

大型魚シフトに有効
資料8-3(5）漁獲物シフト作業の省力化（5)

｜沈下型モツコ方式の導入｜
［総員8名詩作業化 ｜

~ 

凍結魚鎗

①魚蛤の床面にモッコ，その上

に沈下型モツコを重ねて敷設

し，ブラインを注入する。

従来の漁獲物シフト

魚槍内に作業者が入り、通常のモツコIこ漁獲物iを一本づっ
納めて搬出。

作業人員 8～9名
作業環境 魚館内（－S0°C)

作業時間 150分～120分

作業環境の改善
省力化

作業時間の短縮

沈下型モッコによる
漁獲物のシフト

魚鎗内に先行して約9枚のモツコを装着す
る。

漁獲物を投入・凍結完了後プラインを排出
し、上段のモッコから凍結魚を移送する。

作業人員 4～5名
作業環境 魚鎗外（約10°C)
作業時間 50分～80分

保冷鎗へ

魚鎗口合間板

；ゅ

②漁獲物を入れた後，プラインを

満たし凍結する。 36 
(5・6時間）



資料8-4 2大作業（揚網、漁獲物シフト）における所要人数
シフト千乍業主

頁斤吾妻人数

f乍重量E土易亮斤 イ乍当量E『司老事
己主E亘書E首肯

~.1在宅金 弓~豆車右量t 百~宣言E循t イ諸君雪

オーハ’ーフロー スク－7・マスター 5%寸て霊旦弓壬ツコ

フアツノ屯一一ラ＝ッヰユ 書架費E 全集舟台 イ木寛良 2 10 13 8 多くは休息時間に割り当て

実(I.~ 壬ヨ「 探索 2 2 2 2 王見ヰ犬5fl'iり

奔喪＊泉霊童 無量東ワッチ、 ii'!ii言イ乍業 1 1 1 1 王見ヰ犬ii'!iり

ヨ司王皇室主 宮司王星イ乍算藍 1 1 1 1 王見ヰ犬i重り

桟蜂鳥司三重 二Eニ／乞3ニ／『フ、yモヂ τ－；）＇・そラ...，「ニJ乞〆τ7ト 1 1 1 1 王見ヰ犬ii'!iり

メイニノコンソー－）レ ブヨ一一二f拶昆イ乍 1 1 1 1 王見ヰ犬:i1'i.り

記長音匹甲ヰ反 合図、モッコイ乍業、 2 2 1 1 2完成~＇

f垂走音日甲ヰ反 スクーフ．マスタ領主イ乍 一－ーーー 一一一一－ 1 一一ーーーーー 特蜂布成績量イ乍カ勺必事要とえよっTこ

宗主舟愈〈中間魚舟倉〉 モッコ操作合図 。 3 ----- 2 モッコ操作が増えた

魚 f抽〈シフト琵〉 元(I.α〉弓壬ツコ絹司F、才I，主~CH- 1 1 。 一戸一一一一一 4 m:イ乍業宴カ々禽Itく左Eつ T::.
先(I.舟倉〈シフトタ竜王〉 モッコ網占星し、魚言吉め五込CH- 2 2 2 2 王晃司犬占星り

務官~~雪t 23 :g 23 :g 23 :g 23 :g 

シフトイ乍業手首家4動人数 16 :g 8 :g 5 :g 10 :g 

シフトイ乍費量E多喜平家4動J、愛~oコ土曽 5JolG ----- -8 :g -11 毛主 -6 :g 

魚 40トンシフトtこ喜要する想定時間 2.0 日寺院司 1.5日寺院司 1.0 B寺院司 1.0日寺再司

イ乍書長日寺r.rioコ土曽却或 ----- 一0.5 B寺院司 -1.0 B寺円司 -1.0日寺院司

揖号剰司f乍尊重
作業場所 イ乍当！！：『均護手 己~主要E育可 己主高主右量t fl篇 尋雪

無線室 無線ワッチ、 通信作業 1 1 王見ヰ犬:iffi.り

郡司王盟主主 宮司王里イ乍費量E 1 1 王見ヰ犬:i1'i.り

相鑓~三室 エンジンワッチ 魚牢責i?-J-~O'-歩当主f鵡 1 1 王見ヰ犬五亙り

エぇ有子フオ－｛一一ト 事隻3曹さず、 3手弓F-5曹さF 3 3 王見ヰ犬占星り

メィ’ニJコニノソー－）レ 持号制司拶~イ乍、名5「イ乍葬E級王イ乍当量E幸旨元ミ 1 1 王晃司犬五亙り

ノ号ース操作 ワイヤーの巻き戻し作業 1 1 王見ヰ夫ii'!寄り1

，，~ーースダピット宵可 ノ宅一－；；ζリニノつ-To:>耳)iりタトし 1 1 王見ヰ犬五重り

務司壬主 沈子取り 1 1 3名交代目。唱名継続作諜で軽作雄化

／~－；；えリニ，，. -:;r耳叉り 1 1 王見ヰ犬:iffi.り

l;x守二橋司包りり 1 官 王見ヰ犬五重り

時コ縛司手責♂歩主2』♂歩 7 7 居乱主主主し、勝寺αコRヌり謙司＝。蟻歪イ乍鶏1@;1じ
3手弓乙手費支6♂子 3 3 玉県ヰ犬i重り
3手弓乙縛司包りり 1 1 玉男1ヰ犬iffiり，

率先主車電 23 :g 23  :g 

主島縛司イ乍当！！：手E平家fl泊，人袋lr 17 :g 17 :g 

掲網作業実稼働人数の増減 一一一ー一 0 名

申 5主 ：ヰ票当主白勺えEイ乍調＠：Iこおけるメ、S量酉己冒!tOコ司Eイ列

37 



資料9-1居住環境の改善（メ万りス作業の低減・暑熱対策〉

清水冷却を採用する事により、各機器のメンテナンス作業を軽減させ、配管トラプルを回避する。

[ セントラルクーリングシステム I 
_/ 

｜補機 患 v

U今 二一
一＿it!＊ライン

コニヲ’コン

廷き

更を

海水冷却（従来）

全ての冷却配管が長大な海水ラインであり、
海洋生物による“詰まり”、“腐食”などメン
テナンスに多大な労力が必要であった。

清水冷却（セントラルクーリングシステム）

プレートクーラーで、海水と清水の熱交換
を行う事により、 海水ラインが短くなり、“詰

まり”、“腐食”が、軽減され、E鉛板の数も
減少させることができ、メンテナンスを軽減
させ、更に腐食による破孔等の卜ラプルを減
らすことが可能となる。
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資料9-2 居住環境の改善〈健康維持・快適性の向上）

4段階のフィル
ターで漉過し、
純水を生成す
る。

純水を、電解

方式で高濃度
水素水を生成
します。

］~素y州事ぜ F活性酸素JIを除
去する働きがあ、り，，，通常？の水
よりも，..，体内｜べ、(ffJr浸1遜カ！があ
る為、健康に効果があると考
えられτリ⑤e

〈 乗組員の快適性を向上する。 〉

水素水サーバー
の設置場所



資料9-3 居住環境の改善

後継者にも魅力のある改革型漁船を目指す

トイレ

浴槽・シャワー

船員室区分と定員

病室又は予備寝台

その他設備

船員室床面積 I1人当たりの床
面積

（※床面積は代表的船員室にて
比較）

コミュニケーション設備

現行漁船の設備

2個

浴槽×1槽 ・ シャワー×1個

1人部屋・・・ 3室〈オブザーバールーム×1)

合計定員 25人

なし

なし

全体で28,5m2/25人〈平均1.14m2 ) 

電話・ PX・インターネット（1台〉


	img-303133208
	img-303133247

